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　2　“Might is not Right”
　いま述べたことを政治思想史上のふたつの古典的作品によって確認してみま
しょう。ひとつは J・J・ルソーの『社会契約論』（Du contrat social, 1762），も












































いわけではありません。「できる」と「正しい」は別のこと，つまり “Might is 
not Right（5）” なのです。このロジックは，下は個人同士の関係から上は国家
間の関係まで，およそ政治が発生しうるすべての人間集団の単位に適用するこ
とができます。X という大国が Y という小隣国より軍事力や経済力で優ってい




































拠はないということです。“Might is not Right” は，要するにそのような偶然を
必然と取り違えてはならないことを意味します。哲学の世界では，経験的な事
実（「A は B である」）から倫理的な言明（「A は B であるべき
0 0
だ」）を引き出
























































































































































































　（ 1 ）　 この問題に興味があるひとには，W・ゴールディングの『蠅の王』（Lord of the 
Flies, 1954）という小説をお薦めします。ゴールディングは政治的な寓意に富
む作品を数多く残し，わたしが愛読してやまない作家のひとりです。
　（ 2 ）　 「歴史」（history）は過去のできごとをあらわすとはかぎりません。J・ロックは
『人間知性論』（An Essay Concerning Human Understanding, 1690）において心的
現象を説明する自分のやりかたを “historical, plain method” と命名しましたが，
これは「事
ヒ ス ト リ カ ル
象記述の平明な方法」と訳すことができます。




　（ 4 ）　 権利（〔英〕right,〔仏〕droit,〔独〕Recht）の本義は「正しいこと」，それゆえ「す
べての他者にたいして無条件で要求できることがら」のことです。
　（ 5 ）　 「力」を意味するのに Power でなく Might が用いられているのは，Right との語
呂合わせです。
　（ 6 ）　 この表現（“sur la disposition des choses”）はモンテスキューから借りたものです。
日本語でいう「天の配剤」に近いニュアンスです。









　（ 8 ）　 この議論はいまなお継続中の自














　（ 9 ）　 「無知のヴェール」によって偶然事を除去した「原初状態」（original position）
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